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緩やかな共同体を生成する
ー社会的養護下にいる子どもの暮らしの再考―
GENERATE A LOOSE COMMUNITY





In Japan, it is now advisable that socially cared children live in a more family-friendly environment, rather 
than in a facility, and the country has a vision to increase foster care. However, there are not enough foster 
parents.　Design and propose a base that combines these foster homes and local issues to complement each 
other and to create connections between people that can become homes for foster children.



































































（平成 29 年度 厚生労働省子ども・子育て支援推進調査研究事業
『里親家庭における養育実態と支援ニーズに関する調査研究事業』より）
図 1-1 図 1-2
２．敷地
（１）東京都羽村市　




トップ 100（全国 325 市区中）羽村市は総合 2位、「モノ」
軸(幼稚園や保育園のキャパシティ)では1位となった。























































































10.8 1.98.8 33.3 37.2 8.2
21.8 13.022.0 26.1 15.6 1.4
(n=486 人 )





















































怒り 活気 疲労 不安
心理指標
農業体験前後の心理変化の比較
体験前
体験後
個人の空間 子ども同士の空間
里親家族の空間
複数里親家族の
コモン空間
４．設計
近くの商店街の月１の日曜市にも参加する。
敷地 A、B の補助者が協力して二つの食堂の運営に携わ
る。里子と里親はお手伝いとして参加する。
さらに本提案では、敷地内に畑を配置する。
農業は子どもの不安と怒りの感情を緩和し、心理状況に
良い影響を与える。里親や子ども達が援農ボランティア
をするとともに、農家の人から種を分けてもらって栽培
方法を指導してもらい、食堂への招待を行う。
（２）コモンリビング　
　食堂部分は、食堂として使われない時は共同住宅のコ
モンリビング、里親が在宅ワークするワークスペース、
補助者の居場所として活用する。
（３）子どもの居室
　里子が委託解除の年齢に達したことなどにより空き部
屋が出た場合、その部屋を子どもの共有スペースとして
活用できるように扉は設けず、部屋と廊下をカーテンで
区切る形とする。
（４）共同体に参加する準備空間
食堂の輪に入ることができないこどもの為に、自分の姿
は相手から見えないが、自分はあちらの様子を伺うこと
ができる空間を用意し、同じメニューの食事をすること
で輪に入る準備をすることができる。
